
TTC 定例山行実施記録表 2012年 12月 22日報告者：佐藤 清(1/3) 

山行名  忘年山行＆12月例会（九鬼岳登山/しっかり、ゆとりコース）［970ｍ、山梨県］ 

実施日 ２０１２年 １２月１５日（土）～１６日（日）  1 泊２日  公共交通機関利用   

天候／参加人員 天候：（12/15）雨のち曇り（12/16）快晴 

 レベル：しっかり★☆/ゆとり★ 参加人員：申込：３１名／実行：３３名 

ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ しっかり：ＣＬ/計画：  ＳＬ小嶋（孝）会計 救護   ｶﾒﾗ 

ゆとり ：ＣＬ  ＳＬ  会計   救護   ｶﾒﾗ     スタッフ名削除 

参加メンバー 

※12/15 に山行

中止につき、コ

ース分けは計画

当初の希望によ

る 

《しっかり》    ４名 

《ゆとり》    ２４名 

《宿直行》     ５名 

《16日参加》    1名                  参加者氏名削除 

翌日の九鬼山山行参加者（１７名） 

費用 

（集金） 

 9,200円 

カンパ金： 

   2,212円 

往復の交通費は

各自負担： 

本厚木 -大月往

復\1,350x2、富

士急 ﾌ ﾘ - ｷ ｯ ﾌ ﾟ

\2,200/ 本 厚 木

から合計\4,900 

宿泊費 溶岩温泉@8,500円×33名=280,500 円、飲食代 ビール＠525 円×29本=15,225 円、

焼酎ボトル＠2,500 円×1 本=2,500 円、日本酒＠3,500 本×1 本=3,500 円、酒＠420 円×10

本=4,200 円、ジュース＠210 円×4本=840 円、ウーロン茶大＠1,050 円×2本=2,100 円 

ハイボール＠500円×3個=1,500 円                    計 310,365 円 

イベント・二次会費 

ビンゴ景品 9,312 円、お酒 2 本 4,880 円、みかん 35 個 1,290 円、どら焼 15 個（飲めない

人に）1,725 円、ウーロン茶・おつまみ 2,816 円            計 20,023 円 

通信費 1,000 円                         合計 331,388 円 

集金 10,000×33=330,000 円  TTC より補助金 30,000 円        合計 360,000 円 

360,000 円－331,388 円=28,612 円  

返金 800 円×33名=26,400 円   28,612 円－26,400 円=2,212 円(TTCカンパ金) 

計画と実施 12月 15日の計画は、しっかりコース猿橋から九鬼岳を経由して禾生駅まで低山の縦走。ゆ

とりコースは、田野倉駅から九鬼岳に登り杉山新道を下り田野倉駅まで歩く。12月 16 日の

計画は、希望者のみ例会後に大月駅から岩殿山に登り猿橋駅まで歩く予定でした。 

 

 

12月 15日の実施は、雨の天気予報で参加者全員が電車で宿に直行して、大盛り上がりの宴

会を行った。12月 16 日の実施は、田野倉駅から杉山新道を登り九鬼岳山頂を踏み、池ノ山

コースから田野倉駅まで歩きました。 

歩行／行動時間 

（2 日目の九鬼

山のみ） 

 歩行時間 休憩時間 行動時間  

ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ ３：２０ ― ― 行動時間比(実行／計画) 0.92 

歩行時間比(実行／計画) 0.85 

歩行時間比(実行／ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ)1.02 
計画 ４：００ ０：５５ ４：５５ 

実行 ３：２３ １：０８ ４：３１ 

実行コースタイム記録 

【12月 15日】 
0:18       0:26       0:51      1:00     宿送迎ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ 

本厚木駅＝＝＝＝町田駅＝＝＝＝八王子駅＝＝＝＝大月駅＝＝＝＝河口湖駅＝＝＝旅館溶岩温泉 

12:16    12:34～12:54  13:20～13:24   14:15～14:21    15:21     15：40頃 

 

 

【12月 16日】 
      0:10    0:15      0:05(昼食購入）0:15      0:55     0:43     0:35  
――朝食――――例会――――宿出発＝＝＝コンビニ―――河口湖駅＝＝＝禾生駅―――小休止――――弥生峠 

7:15～7:40  7:50～8:35    8:50     8:55    9:10～9:19  10:14～10:30  11:13～21   11:56～12:05 
0:17        0:13     0:03     0:33            0:59      0:05  

―――リニア見晴台―――九鬼山―――富士見平―――禾生・田野倉駅分岐―――田野倉駅＝＝＝大月駅 
  12:22     12:35～46  12:49～13:22     13:55～14:02     15:01～09   15:14～15:21  

0:58     0:22 
＝＝＝八王子駅＝＝＝町田駅（解散） 

16:19～16:29   16:51 



                コースの概要、特記事項、反省事項等           (2/3) 

【12月 15日まで】 

今回の忘年山行（忘年会含む）はしっかりコース（4 名参加）、ゆとりコース（24 名参加）宿直行コース

（5名参加）の 3グループに分かれ計 33名が参加した。 

12 月 15 日の週間天気予報がでる日から天候が気になっていた。15 日の天気は一週間前に降水確立が

50％、12日は 60％、13日は 70％とどんどん悪い方向に向かっている。しかも、14日と 16日はよい予報

で 15日だけ曇り一時雨の予報である。 

しっかりコースのＣＬを担当していたので、70％の雨模様で山行するかメンバーに確認をしたところ、3

名全員が『止めよう』というので、15 日の山行は中止にして宿に直行することになった。ゆとりコース

のＣＬも取りあえず山行の実施・中止は現地で行う予定だったものを、急遽しっかりコースが宿直行にす

るのを確認するとゆとりコースも宿に直行することになった。 

【12月 15日】 

自家用車で宿に向かうメンバー以外は、のんびり本厚木駅や町田駅等に集まって宿に行くことになった。

本厚木駅に集まったメンバーは始発の 12時 16分発の普通電車に乗った。 

途中、八王子から乗った電車から見た外の風景は、雲の切れ間から青空も垣間見えて道路も雨の降った様

子もなく、この感じなら山行を実施してもよかったと思ったのは、私だけではないであろう。 

ＪＲ中央線の下り特急が遅れ、同特急を先に行かせるため駅に停車していた我々が乗車していた普通列車

も遅れてしまった。遅れてＪＲ大月駅に着いたが、富士急行の河口湖駅行き電車は出発時刻を 1分過ぎて

も乗り換えの乗客を待っていた。ＪＲと富士急は連係がいいですね。 

河口湖駅に 15時 21分に着き、宿の熔岩温泉に駅に着いた旨の電話をしたら『マイクロバスで迎えに行き

ます。』と言ってくれたので、駅で待つこと 5分で車が来たので、全員乗り込んで宿に向かった。 

宿に着いて女将に今日の宿泊者を聞いたら『ＴＴＣの方だけですよ。』との返事である。これで、少々騒

いでも苦情が出ないと思った。 

部屋に入ったら風呂は後回しにして直ぐに酒を飲む者、風呂に行ってから酒を飲む者、など夕食の 6時ま

で酒を飲んでいた。 

6 時からＫＴさんの司会で宴会が始まりＳＹさんとＳＫさんの百名山登頂の賞状をお送りし、参加者全員

でお祝いをした。 

ビンゴゲームやＫＴさんが丹精を込めて作った野菜の配布があったり、大盛況の中終了した。しかし、1

名だけ宴会が始まった途端に寝てしまい終了間際に起きた酔っ払いの不届き者がいた。 

間仕切りを取って１室となった 207・208 号室で 2次会が始まり、ＳＹさんから明日は飲みすぎで二日酔

いぎみになるだろうから、岩殿山は鎖場があり、より安全な九鬼山に変更しないかとの提案があった。2

次会の雰囲気を見ていると変更したほうが無難に思えたので、提案のとおり九鬼山山行に変更をした。Ｋ

Ｔさんのハーモニカの伴奏による合唱により盛り上がり、数名は更に大いに盛り上がり終了は 1時を過ぎ

ていたというから、まだまだ若いなと驚きです。 

【12月 16日】 

7 時 15分から朝食を摂って、7時 50分から 307・308号室で例会を開催して、山行アンケートの報告、山

行実施報告、山行の提案、山行募集や募集済み山行の変更などを報告して 8 時 35 分に終了して宿の玄関

前で記念写真を撮って 8時 50 分に宿のマイクロバスで河口湖駅まで送ってもらう。ＳＹさんに聞いたら

『忘年山行で雨に降られたことはあるが、中止になったのは初めてである』とのこと。また新たな歴史を

作ってしまった。 

今日の山行参加者 16名、不参加 17名で、行く者は駅近くのセブンイレブンで下車をして昼食をゲットし

て駅に向かった。 

9 時 19 分発の普通電車に乗り禾生（かせい）駅に向かい、同駅でＳＫさんと待ち合わせをして、九鬼山

に向かうことになった。 

先に禾生駅に来ていたＳＫさんの出迎えを受けて、準備体操をしてから 10 時 30 分に駅を出発して、15

ｍぐらい歩き『きくらや商店』の信号を左折して、国道 139号線を大月方面に向かいレンガ造りの落合橋

（有形文化財）を右折して杉山新道の登山口に向かう。 

少し歩くと左の愛宕神社と右の杉山新道経由九鬼山の分岐がある。もちろん、予定どおり杉山新道を行く

ことにする。 

道も整備されていて傾斜もきつくなく一定のペースで歩くことが出来る、今日は快晴で暖かく 45 分ぐら

い歩いたところで、脱ぎタイムの小休止を取った。ここからしばらく歩くと尾根に出たとこるが弥生峠で

ある。ここを左折して山頂に向かい 30分ぐらいで富士見平につき、ここから 3・4分で頂上である。頂上

はまずまずの広さがあるものの大勢の方々が食事をしていた。 



記念写真を撮ってから富士見平まで戻って昼食をすることになった。これが大正解で      （3/3） 

大きく迫った富士山を眺めながらの昼食で大満足であった。 

ゆっくり昼食を摂って、池ノ山コースを田野倉駅へ下山することになった。ＳＹさんによると都留市のお

薦めコースとのことで、整備された良い登山道を勝手に描いていた。 

池ノ山コースの分岐は富士見平にあり、直ぐに下山口であるが、いきなり急な下りになる。ここは推奨の

道だよなと思いながら下ったが、100ｍも下ると緩やかになった。落ち葉で滑りそうになりちょっとやっ

かいな道である。途中に天狗岩入口のカンバンがあったが寄り道せずに下る。この辺も傾斜がきつい。傾

斜が緩むとほどなく壬生駅方面と田野倉駅方面の分岐となる。尾根を忠実に下り、田野倉駅への指導標が

あり、ここで尾根を離れ、右の杉林の中をジグザグに下っていくが、あまりいい道とはいえない。下りき

った最後に小さい沢を渡ると、札金林道に飛び出した。ここを左折してアスファルトの道を 20 分ほど歩

けば田野倉駅に着く。田野倉～大月～八王子～町田まで行き解散をした。快速急行藤沢行きに乗り、相模

大野で始発の急行小田原行きに乗り換えた。ほぼ全員本厚木駅まで行ったが、ＹＭさんとＴＳさんの二人

がいないのに気がつきＩＹさんが電話をしたら湘南台まで行ってしまったとこと。天候による忘年山行の

中止や二日酔いの不安による 2日目の山行場所の変更と最後まで落ちのついた忘年山行となった。 

なお、宴会が盛り上がるように準備をしていただいたＩＹさん、ＹＭさん、ＫＴさんにはこの場をかりて

お礼を申し上げたい。 

 


